






























































































































































































































































Ｋ児 「行く ● 」
Ｍ児 「私も行く」


































































































































































































れない型抜きの道具数の限定 ’｣し ｣ 幼児らの側で、見守り、視線を送る、
,思考を促す泣いて訴えるが二いて訴え
はっきりしない
Ａ ｣
Ｐ
ｋ 』
お姫様ごっこを楽しむ：ごっこを
、〆
、〆 教師の願い
・発音を徐々に明|僚にし、自信を持って友
達とかかわってほしい
発音が不明瞭でわかりにくいことがある
嫌なことや困ったことがあると、泣いてしまう。泣いて解決し
てもらおうとすることがある
ノ、ノＬ
／へ、
ｌＫ児も一緒'辰できるような提案や声かけ(P児ら)’て亜こう
の遊びを詞;
ｌＭｌｉと一緒に遊び、安
や１ｺ数が減り周|ﾌﾞl:’
凌
抗
・発音が不lyj隙で 【てくいことが
・嫌なことや困ったでとがあ
「
K児の社会
＜－年を振り返って＞
（１）Ｋ児の社会的側面の「学んだこと」について
Ｋ児は、２年保育で入園直後の１学期、お姫様ごっこをよくしていた。その時には、
言葉を交わしてかかわり合うというよりも、場を共有して楽しんでいたようだった。
２学期になり、徐々に友達との関係や自分の思い通りにならない場面に気づき始め、
口数が少なくなった時期もあった。園でのさまざまな経験を通して、泣かないで「そ
の場を離れないでいると、みんなが声をかけてくれる」「所属する嬉しき」を学んだ。
教師や遊びの場とかかわっていき、Ｋ児は「教師と一緒にいる安心感」「ルールのある
安心感」「じゃんけん役になると、みんながじゃんけんに来てくれること」を学んだ。
Ｋ児はよく周囲を見ており、年長児の遊びにも興味を持った。「相手をわくわくとし
て待つ期待感」「年長児の遊びのおもしろき」に気づき、視野を広げていった。
・表現会の経験を通して、「友達と動きや声をあわせる楽しさ」を学んでいった。園で
の経験を積み重ね、視野を広げ、自信を持ち、友達や教師とのかかわりを広げていっ
たと思う。発音に関しては、自分から言おうとする姿が見られるようになり、徐々に
明瞭になってきた。
）学びを支える環境の構成と教師や友達のかかわりについて
○環境の構成について
.Ｋ児は、自発的に遊びをつくるというよりも、経験をいかしてまねたり、演じたり
することが遊びにつながる幼児であると思う｡お店屋さんごっこは、安心してその場
にいられる活動であり、お客さんとして迷路の楽しさやルールを知ることができた。
５歳児がいない時には、自分もじゃんけん役をやってみようと思う環境となった。ま
た、お店屋さんごっこは、年長組へ足を運んだり、年長児の様子を見たりする機会に
もなり、年長児へのあこがれや期待を感じきせることになったと思う。
・表現会もＫ児にとって、大きな経験だった。役を演じる楽しさや友達とあわせる心
地よきを知ったことで、動物になりきってからだを動かす遊びができたと思われる。
これまで、映像として見ていた「もののけ姫」のキャラクターを自分がからだで表現
するようになった。自由にからだを動かせる環境も、Ｋ児らがのびのびと表現できる
空間となっていた。
(２）
○教師や友達のかかわりについて
・養護教諭は、遊びの環境を構成したり、行事を意図的に計画したりすることはない
が、幼児とともに環境にかかわり楽しむ立場になることができる。じゃんけん役を一
緒にしたり、一人では行けない年長組の保育室へ行ったり、教師は安心感が持てるよ
うにかかわった。楽しさを経験することが、Ｋ児の自信となると思われたからである。
当初は、発音に関する援助を重視していたが、まず安心して自信を持つことが、大き
-140-
な声を出したり、表現したりする姿につながると思われる。
.Ｋ児が泣いているだけの事例ｌのような場面では、友達からかわいそうだな、と受
け止められやすい。泣かずに気持ちを伝えるためには、安心できる相手があることが、
大切であると思う。
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